
活用する力を高める子どもを育てる算数科学習指導 

～数学的な図形表現を用いて説明する活動の工夫を通して～ 

  

 

要約 

 小学校学習指導要領解説算数編では、身に付けたい数学的に考える資質・能力について示さ

れた。その中で、数学的な見方・考え方は数学的に考える資質・能力の育成に大きく関わるも

のであり、学習の過程で、子どもが数学的な見方・考え方を働かせて数学的活動を行い、知識・

技能および思考力・判断力・表現力等を身に付けていく必要があると述べられている。小学校

算数科における数学的な思考力・表現力とは、これまで学習したことを試したり、組み合わせ

たりして問題を解き、言葉や数、式、図などを使って表すことができる力であると考える。 

本学級の子ども達は、平成３０年度の標準学力考査から習得した既習の知識・技能等を活用

する力に課題があることが分かった。また事前アンケートの結果からは、話し合い活動のよさ

をあまり実感していないことがうかがえる。これは、自分の考えを数学的な表現で説明したり、

学習したことを応用問題の解決に活用したりする時間を充分に取ることができなかったことも

要因として考えられる。つまり、身につけた基礎基本の内容を生かして数学的な思考力、判断

力、表現力を培い、活用する力が必要である。 

そのために、「算数科の時間において、数学的な図的表現を用いて考えたり、説明したりする

活動の工夫を行えば、子ども達は、絵、図、グラフや言葉や式などで表現し、伝え合うことの

大切さに気付き、基礎的・基本的な知識・技能を活用して問題解決することができるであろう。」

という仮説を立て、以下のことに重点を置いて研究を進めた。 

 ・自分の考えを、数学的な図的表現を用いてノートに書く活動   

・協働解決の場で、数学的な表現を分かりやすく説明する活動 

 以上のことをもとにして、以下のような実践を行った。 

＜実践１＞第 4 学年 式と計算「計算のきまりを見つけよう」（７／８） 

主眼：問題場面を線分図、数直線図や□を使った式に表し、□の求め方を考え、説明することが

できる。 

＜実践２＞第 4 学年 「面積」（６／１５） 

主眼：複合図形の面積の求め方を考え、説明することができる。 

このような実践を通して、以下の成果（〇）と課題（●）が見えた。 

〇 導入段階でモデル図を提示し、問題を図や数直線図（図的表現）に表したり、図や数直線図を式に表

したりする活動を繰り返し行ったことは、図表記もとに数量関係を把握したり、思考したりして、問題解決

を図る上で有効であった。 

〇 交流活動において、「めざせ説明マスターカード」や図や数直線図（図的表現）を用いたことは、順序

を表す言葉を使い、自分の考えを図や数直線図（図的表現）を見ながら根拠をもって説明する上で有効

であった。 

〇 難しい活用問題は、班で話し合いながらホワイトボードを使い、協働解決をさせたことは、それぞれの

考えを整理し、友達の説明を聞いたり、友達に説明したりして理解を深めることにつながった。 

● 導入段階での問題解決に時間がかかり、チャレンジ問題や類似問題に取り組む時間が充分に取るこ

とができなかった。最後に自力解決ができるように、時間配分を考え、問題内容を見直しする必要があ

った。 

 

 

キーワード  今までタイム 図的表現 チャレンジタイム 類似問題 交流活動   

 

 



基礎 活用

全国 79.9 56.2

校内 80.2 45.5
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図２  平成 30 年度  

 標準学力調査（算数）  

１ 主題設定の理由 

（１） 新学習指導要領解説（算数編）から 

小学校学習指導要領解説算数編(平成２９年７月)では、身に付けたい数学的に考える資質・

能力について示された。その中で、数学的な見方・考え方は数学的に考える資質・能力の育成

に大きく関わるものであり、学習の過程で、子どもが数学的な見方・考え方を働かせて数学的

活動を行い、知識・技能および思考力・判断力・表現力等を身に付けていく必要があると述べ

られている。小学校算数科における数学的な思考力・表現力とは、これまで学習したことを試

したり、組み合わせたりして問題を解き、言葉や数、式、図などを使って表すことができる力

であると考える。このことから、子どもの思考を数学的に表現させることやそれを伝え合うこ

とを通して、知識・技能を活用する力を高める子どもを育てることは意義深い。 

 

（２） 本校の子どもの実態から 

 本学級の子ども達は、事前アンケート調査か

ら「算数の学習が好きですか」という問いに、「あ

てはまる・まあまああてはまる」を含めると２１

名中１６名だった。また、話し合い活動について

「話し合い活動で伝えたり、考えを聞いたりし

ていますか。」という問いに、 

１８名が「あてはまる・まあまああてはまる」と

回答している。しかし、「話し合い活動で考えを

深めたり、広げたりしていますか。」の問いでは、

「あてはまる・まあまああてはまる」と回答した

子どもは１５名で、話し合いの活動のよさはあまり実感できていない（図１）。  

また昨年度の標準学力調査からも基礎は全国平均より 0.3 

ポイント高かったが、活用は全国平均より 10.7 ポイント低い 

水準であった。習得した既習の知識・技能等を活用する力に 

課題がある（図２）。つまり､身につけた基礎基本の内容を生 

かして数学的な思考力、判断力、表現力を培い、活用する力 

が必要である。 

 また、本校の研究主題は「活用する力を育てる算数科学習 

指導～数学的に表現し合う活動の工夫を通して」であり、目 

指す子ども像の一つが「身に付けた基礎的・基本的な知識・ 

技能を活用して問題解決することができる子ども」である。 

これらのことから、本主題を設定したことは意義深いと考える。 

 

（３） これまでの指導の反省から 

 これまでの算数科学習の指導を振り返ると、基礎的・基本的な知識の習得と定着を中心に指

導を行ってきた。しかし、既習内容から自分の考えをまとめ、根拠をもとに説明する活動の時

間を十分に確保することができなかった。テープ図や数直線図を用いて数量関係を把握させた

り、このような図表記を思考の道具や説明の道具として機能させたりすることが十分にできて

いなかった。 

 そこで、４年生算数科を対象とした本研究では、特に数学的表現の中の図や数直線などの図

的表現を中心として式などの記号的表現、説明する言語的表現と関係づけた指導を行っていく。

このようにして、数学的な表現を使ってノートにまとめることで、自分の考えに根拠をもち、

説明する活動を通して、いろいろな考え方や表現方法を知り、活用する力を育てていきたいと

考えた。 

図１  算数アンケート結果  



２ 主題・副題の意味 

（１） 主題の意味 

①  「活用する力」とは 

既習の知識・技能を用いて、新しい算数の事象や日常生活の事象を解決する力のことである。 

  知識・技能を取得したり、習得した知識・技能を活用して課題を探究したりすることによ

り、生きて働く知識の習得が図られ、技能の習熟にもつながるとともに、日常の事象の課題

を解決するための思考力、判断力、表現力等がはぐくむことをねらいとしている。そのため

には、子どもの主体的な学び合い、子どもが自立的・協働的に解決する学習過程が大切であ

る。 

 

②  「活用する力を高める子ども」とは 

 

 

 

 

（２） 副主題の意味 

「数学的な図的表現を用いて説明する」とは以下のことを指す。 

数学的な表現様式の絵・図・グラフ等による表現（図的表現）を用いてノートに考えを書い

たり、説明したりする活動である。 

 新学習指導要領の中で、「数学的な表現を柔軟に用いることで、互いに自分の思いや考えを

共通の場で伝え合うことが可能となり、それらを共有したり質的に高めたりすることができ

る。」とあり、数学的な表現を用いていくことで、自分や友達の考えのよさを理解し合い、学

んだことを活用できるようになると考える。 

  数学的な表現は、子どもたちが問題解決を進める際に重要な手がかりとなり、思考をうな

がす役割を果たす。図的表現は、①問題の意味がつかめる。②計算の方法や式の意味がわか

る。③考えをわかりやすく説明できるよさがある。そこで、本研究で以下のように表現活動

を設定する。 

 ・自分の考えを、数学的な図的表現を用いてノートに書く活動   

・協働解決の場で、数学的な表現を分かりやすく説明する活動 

 

（３）主題と副主題との関係について 

まず、問題把握の場で既習事項について視点をはっきりさせることで学習の見通しを立て

ることができる。次に、絵・図・グラフなどの図的表現を用いることで、数量関係を把握し、

式に表すことができる。図的表現を思考の道具や説明の道具とすることで、友達に説明し様々

な考え方を出し合うことができる。最後に自力解決することで、既習事項を活用して課題を

解くよさを感じることができ、知識・技能を活用する力を高めることができると考える。 

 

 

３ 研究の目標 

  算数科学習指導において、身に付けた基礎的・基本的な知識・技能を活用して問題解決す

る力を育成するために、数学的な図的表現を用いて説明する活動の在り方を明らかにする。 

  

 

 

・自分の考えに根拠をもつことができる子ども。 

・言葉や記号、数式などの数学的な表現を用いて、自分の考えを説明することができる子ども。 

・いろいろな考え方や表現方法を知り、活用できる子ども。 



４ 研究の仮説 

  算数科の時間において、数学的な図的表現を用いて考えたり、説明したりする活動の工夫

を行えば、子ども達は、絵、図、グラフや言葉や式などで表現し、伝え合うことの大切さに

気付き、基礎的・基本的な知識・技能を活用して問題解決することができるであろう。 

 

５ 具体的な支援 

（１）数学的な表現を用いるために 

  算数の時間に子ども達が行う表現には、次の５つの表現様式がある。  

現実的表現：実物を用いて、現実に即した操作や実験を行う表現 

操作的表現：おはじき等の半具体物をモデルとして操作する表現 

図的表現 ：絵・図・グラフ等による表現 

言語的表現：日常言語による表現 

記号的表現：算数で使う記号（数・式等）を中心とした表現  【中原忠男(1992)】 

〇数学的表現を関係づけた授業 

・図や数直線図（図的表現）を見て、式（記号的表現）に表す。 

・図や数直線図（図的表現）を見て、説明（言語的表現）する。 

・図や数直線図（図的表現）を見て、友達の考えを説明（言語 

的表現）する。 

・式（記号的表現）と図や数直線図（図的表現）を結びつける。 

〇正しい図をかくためのモデル図の提示（手立て） 

   単元の中で思考の手助けとして使う（図的表現）は、モデル図 

を掲示したり、ノートに貼ったりできるようにして活用できるよ 

うにする（資料１）。 

 

（２）説明する活動の工夫について                                             

〇説明タイム 

・ペア交流、グループ交流、全体交流 

・ノート、ホワイトボードの活用 

〇「めざせ説明マスター」(自己評価カード） 

・図や数直線などの（図的表現）を見ながら、式（記号

的表現）と結びつけ、考えを説明（言語的表現）する。 

・よりわかりやすく自分の考えを説明できるようにす 

るために、「めざせ説明マスター」(自己評価カード） 

を活用する（資料２）。  

 

（３）自力解決の場の設定 

 〇自力解決のための交流活動の工夫 

  思考する速さや深さは、子ども一人ひとりで異なる。そのために、練習問題で学び合いの

時間を多く設定し、お互いの思考を深めていく。そして、類似問題を使って自力解決できる

ようにする。 

  ・自分の考えをもとにした交流活動 

自分の考えをつくる→ペア交流や少人数グループでの交流→全体で交流→自力解決 

基礎・基本の問題の解決方法を考える場合や、数値を入れ替えただけの練習問題を解くと

きは、自分の考えをもとにグループ交流を行う。まず、見通しを立て、自分の考えを作る。

次に、自分のノートに書いた説明を指し示しながらペアや少人数のグループの中で説明させ

る。その時に、自分の考えを付加、修正させる。最後に、全体で交流し、共通点や類似点、

【資料２ めざせ説明マスター】 

【資料１ モデル図】  



相違点を見つけさせて、理解を深める。最後に、類似問題に取り組み、自力解決を図ってい

く。 

  ・協働解決を通して説明する交流活動 

 グループで問題に必要なキーワードを読み取る→ホワイトボードを使ってそれぞれの考

えを整理する。→全体で交流→自力解決 

生活場面に生かした練習問題、学習したことを応用して解く練習問題など、難しい活用問

題は協働的に解決し、お互いの考えを深めていくようにする。班で話し合いながら、問題解

決に必要な基礎・基本を選択し、解決方法を考え、ホワイトボードにまとめる。友だちの説

明を聞いたり、友達に説明したりすることを何度も繰り返すことができ、理解を深めること

につながる。 

 

（４）学んだことのよさを実感するために 

学んだことのよさを実感するために、「チャレンジタイム」として、学習したことを生かし

た練習問題を解く時間を設ける。①数値や文章を入れ替えた練習問題、②生活場面に生かし

た練習問題、③学習したことを応用して解く練習問題に取り組ませる。練習問題を協働解決

した後に、類似問題を自力解決させる場も設けることで、子ども達にとって学習したことが

意味あるものとなり、よさを実感することができると考える。 

 

６ 研究構想図 

    活用する力を高める子ども    

 

                                

                            

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図的表現を用いた説明 

③自力解決 

・練習問題 

・類似問題 

②数学的表現を関係づけ説明 

・図（図的表現）→式（記号的表現）  

・図（図的表現）→説明(言語的表現) 

・図（図的表現）→友達の考えを説明  

      (言語的表現) 

①  数学的な図的表現 

・線分図、テープ図、数直線図 

・面積図など 

教師の支援 

③自力解決のための 

ヒントカード 

 

②交流活動の工夫 

・考えを整理させるホワイト

ボード  

・めざせ説明マスター  

（自己評価カード）  

・自分の考えを付加・修正す

る時間の確保  

①モデル図(図的表現)

の掲示 

子どもの実態 

図や言葉や記号、式

で見方・考え方を表 

現する。 

基礎的・基本的な 

知識・技能の定着 

他者と考えを交流し、考

えを統合、発展させる。 

習得した知識・技能を自分

で 選択し、新しい問題に

活用する。 



７ 研究の実態 

（１）実践１ 第 4 学年 式と計算「計算のきまりを見つけよう」（７／８） 

①  本時の主眼 

○問題場面を線分図、数直線図や□を使った式に表し、□の求め方を考え、説明することがで

きる。 

② 本時の展開 

 学習活動と内容 子どもの姿 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ

ぐ

る 

   

１ 今までタイムで既習の学習を振り返り、本時のめあてをつかませた。 

〇今までタイムを行い、図のかき方を想起させ、本時のめあてを

つかませた。 

 

 

 

 

 

 

【写真① 今までタイムでの板書】 

〇図と式を掲示し、問題内容に合わせた図と式の表し方を想起

させ、本時のめあてをつかませた。 

 式 □＋６＝２３  

  

 式 □×３＝９０ 

 

 

 

２ □を使った加法と減法の問題に取り組んだ。 

 

   

〇問題文の通りに立式し、線分図を使って□の求め方を考えた。

（ペア交流） 

 式 □+１８＝４２ 

□＝４２－１８ 

□＝２４     答え ２４こ 

 

 

 

 

 

【写真② 全体交流の様子】 

〇問題文を読んで立式し、□を求めた。（自力解決）  

 

 

・式 □－７＝１４  

     □＝１４－７ 
     □＝ ７    

 答え ７こ 

  

〇既習内容の図と式を

掲示したことで、□

を表すための式と図

の表し方を振り返る

ことができ、図と式

の関係を想起するこ

とができた。（写真

①） 

〇式と図を掲示し、求

め方を問うことで、

本時の問題の求め方

を見通すことができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問題文の通りに立

式し、線分図をもと

に考えさせること

で、□の求め方を明

確にし、説明するこ

とができた。（写真

②） 

〇問題から図に表し

て取り組ませたこ

とで、□の求め方を

根拠をもって考え

ることができた。 

 

 

 

 

問題１ あめを何こか持っていました。１８こもらったので、４２

こになりました。はじめにあめが何こありましたか。 

（めあて） 
□を使った式で表し、図から□の求め方を説明しよう。 

分からない数は□で表し

ます。図でも表すことが

できたね。  

線分図やテープ数直線図

を使うと、□の求め方が

分かりそうだね  

たし算は線分図で表せた
…。図を見ると□はひき算
で求められそう。  

かけ算はテープ数直線図で表せた…。図

を見ると□はわり算で求められそう。  

線分図を見ると、□は４２
から１８を引けば分かりま
す。４２－１８＝２４。答
えは２４こです。  

たし算で表す式は、ひき
算で求められそう。  

ひき算だから、たし算で求められ
た。□は逆の式で求められそう。  

問題 あめを何こか持っていました。７こあげたので、のこり
は１４こになりました。はじめに何こありましたか。 

ひき算はたし算で求められるかも。  



３ □を使った乗法と除法の問題に取り組んだ。 

 

 

 

〇問題文を読んで立式し、□の求め方を考えた。(少人数グルー

プ協働解決） 
 
 

 

 

 

 

 

【写真③ 協働解決の様子と問題２の考え】 

４ 本時のまとめを行い、チャレンジタイムを行った。 

〇本時の学習のまとめをした。 

 

 
 

〇チャレンジタイムを行い学んだことのよさを実感した。(自力解決) 

① □＋１６＝５４      ②□－１１＝１４ 

③ □×８＝９６       ④□÷６＝１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【写真④ チャレンジ問題の解答】 

〇テープ数直線図を

予め準備しておく

ことで、問題解決の

ための必要な情報

を書き込むことが

でき、□の求め方を

明確に表すことが

できた 

（写真③）。 

●数直線図の表し方

や説明の仕方に戸

惑う姿が見られた。 

〇ホワイトボードを

使って協働解決で

問題に取り組んだ

ことで、グループの

意見が視覚的に分

かりやすくなり、考

えの整理をスムー

ズに行うことがで

きた。 

〇キーワードを使っ

てチャレンジ問題

に取り組み説明す

ることで、学習内容

を確認でき、理解を

深めることができ

た。 

 

③実践 1 の考察（〇成果 ●課題） 

○ 線分図やテープ数直線図に数字や言葉を書き込むことで、□を求める式を立式することが

できた。図や数直線図（図的表現）を見て式（記号的表現）に表すことができるようになっ

たことが、説明できる子どもの姿につながった。 

○ 自分の考えをつくった後、ホワイトボードを使って協働解決したことは、それぞれの考えを

視覚的に整理し、友達の説明を聞いたり、友達に説明したりしながら、理解する子どもの姿につながった。 

● 交流活動の中で自分の言葉を使って、説明するのには難しい子どもも見られた。説明する

前に、考えを説明するための手立て（モデル）を示すことが必要であった。 

● 乗法と除法の関係をテープ数直線図で表したが、テープ図と数直線図は何を表しているの

か分からず、戸惑う子どもの姿が見られた。テープ図と数直線の関係を必要な言葉や数字で

全体で確認する時間を充分にとる必要があった。 

 

 

 

（まとめ） 
□を使ったたし算はひき算、かけ算ならわり算でぎゃくの計算で

求めることがでできる。 

問題２ あめが同じ数ずつふくろにはいっていました。６ふくろ

では、全部で５４こありました。１ふくろには、何こはいってい

ましたか。 

わり算で
求められ
るね。  

あめは図を見る
と、１ふくろ□
こずつになるか
ら、５４こを６
で分けてみよ
う。 

 線分図やテープ数直
線図で□を使った式は
逆の式で求められるこ
とがわかったので、式
だけで求めることがで
きました。 



（１） 実践２ 第 4 学年 「面積」（６／１５） 

① 本時の主眼  

〇複合図形の面積の求め方を考え、説明することができる。 

② 本時の展開 

 学習活動と内容 主な支援 

つ

か

む           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ

ぐ

る                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 既習の学習を振り返り、本時のめあてをつかんだ。 

〇今までタイムを行い、面積の求め方を想起させ、本時のめあて

をつかんだ。 

長方形の面積の求め方 たて×横 横×たて 

正方形の面積の求め方 一辺×一辺 

 

 

 

２ 複合図形の面積の問題に取り組んだ。 

 

   

〇図と式を結びつけながら、面積の求め方を考え、説明した。 

                       

 

 

 

 

 

 

【写真① 説明マスターカード】 

〇自分の考えをノートにまとめ、ペアで交流後、全体で交流した。  

 

 

 

 

 

 

【写真② ペア交流の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真③ 全体交流の様子と板書】 

 

〇既習内容を振り返

ることで、長方形と

正方形の面積の求

め方を確認し、本時

の問題の見通しを

立てることができ

た。 

 

 

 

〇複合図形を線で２

つの図形に分け、掲

示したことで、公式

で求められること

に気付くことがで

き、解決方法を考え

ることができた。 

〇説明マスターカー

ドをもとに「まず、

次に、だから」の言

葉で求め方を確か

めたことで、面積の

求め方を順序立て

て説明することが

できた。（写真①・

②） 

 

 

 

〇面積を公式で求めら

れたことを証明する

ために、キーワード

（分ける・おぎな

う・組み合わせる）

を使ってどのように

図形を工夫して求め

たのか説明すること

ができた（写真

③）。 

問題１ 

図のような形の面積を求めましょう。 

（めあて） 
いろいろな形の面積の求め方を考えて、説明しよう。 

このままじゃで
きないけど、線
で分かれている
長方形だと求め
られそう。他に
も分け方があり
そう。  

まず線を横に引いて  
式は３×４＝１２次に３×６＝１８  
だから２つを合わせて  
１２＋１８＝３０  答えは  ３０㎠  

まず線を引いて足りない部分をおぎない、正方形にする。次に
大きな正方形の面積 6×6=36 そしておぎなった部分の面積は
3×2=6 
だからおぎなった部分の正方形を引いて 36-６=30   

答え３０㎠  

 



③ 実践２の考察（〇成果 ●課題） 

〇 複合図形に線を引き、2 つの図形に分けたものを掲示したことで、既習内容が使えること

に気付き、複合図形の面積の求め方の見通しを立てることができた。 

〇 子どもの思考をうながすために、複合図形のカードを準備したことは、図を用いて線で分

けたり、おぎなったりする方法を多様に考え、問題解決をさせる上で有効であった。 

〇 キーワード（分ける・おぎなう・組み合わせる）を使い、求め方を交流したことで、図形

の求め方の工夫について説明がスムーズにできた。 

● 問題１の図と式を結びつけて説明する活動に時間を多く費やし、チャレンジ問題に取り組

む時間が充分に取れなかった。説明マスターカードを使って短い時間で確認し、類似問題や

チャレンジ問題に取り組む時間を確保する必要があった。 

 

 

 

深

め

る              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生

か

す 

〇練習問題に取り組んだ。（少人数グループでの協働解決） 

組み合わせる       式  ６×(６＋４)÷２＝３０ 

              答え ３０㎤ 
 
 

 

 

 

 

 

           

【写真④ 協働解決の様子】 

３ 類似問題に取り組んだ。 

〇複合図形の面積の効率の良い求め方を式や図で説明した。

(協働解決) 

       ためしてみよう 

       必要な辺の長さをはかって求めましょう。 

 

 

         

 

 

 

【写真⑤ 子どもの考え】 

４ 本時のまとめを行い、チャレンジタイムを行った。 

〇本時の学習のまとめをした。 

 

 

 

〇チャレンジタイムを行い学んだことのよさを実感させた。 

(自力解決) 

              
 
    
 
 
 

〇ホワイトボードで

協働解決に取り組ん

だことで、グループの

考えを整理でき、図を

使って式と言葉で説

明することができた。 

 （写真④）。 

●求める図形がどの

部分なのか混乱し

て、組み合わせたま

ま求めていた。 

 

〇複合図形の拡大を

準備したことで、キ

ーワード（分ける・

おぎなう・組み合わ

せる）をもとに線を

引き、求め方によっ

て、必要な辺の長さ

を見つけることが

できた（写真⑤）。 

 

 

 

 

 

 

 

〇自力解決できるよ

うにするために、チ

ャレンジ問題に取

り組ませ、式と言葉

（キーワード）を使

って説明させるこ

とができた。 

同じ図形が２
つ組み合わさ
っているとい
うことは半分
にしたらいい
かも。  

式は横の辺の長さ
が 6+４＝１０た
ては６だから  
10×６＝６０だ
ね。あれ？大きい
…。  

分ける・おぎ
なう方法で求
めるときは、
使う辺がちが
うよ。  

（まとめ） 

のような形の面積は、長方形や正方形に分けたり、おぎなっ

たり、組み合わせたりして求めることができる。 

おぎなう方法で  
式  9×7=63 
  5×3=15 
 63-15=48  

48 ㎠  

分ける方法で  
式 3×6=18 
6×2=12 

18+12=30 30 ㎠  



８  研究の考察 

（図３）は実践前（９月）と実践後（１２月）の

図を使って説明できたかどうかを尋ねたアンケ

ートの結果である。「図などで問題を解いてい

ますか」の問いでは、実践前の１１人から実践

後は１８人になっている。「友達に説明するとき

に、図を使っていますか」の問いでは実践前

の９人から実践後は１５人になっている。このこ

とは、問題文を解く手立てや説明する上で、

図や数直線図（図的表現）を用いるよさを、子

ども達が実感してきたからだと考える。 

  （資料３）は、面積の学習後の子どもの感想

である。「図を使って説明できた。」「みんなで

考えて答えを出すことができてよかった。」とい

う記述などから、図を使って考えたり、友達と協

働解決させたりしたことは、自分の考えをしっか

りもち、友だちの考えを聞きながら、付加・修正

し、問題解決をする上で有効であったと考え

る。 

（図４）は、２学期の単元テストについている

「量と測定」「数量関係」の領域での活用問題

の正答率の結果である。実践前（９月「角と角

度」・「わり算（２）」）に行ったテストの正答率は

平均６８％を示し、実践後（１２月「面積」「式と

計算」）に行った正答率は、７４％を示してい

る。これらの結果から、図（図的表現）や式（記

号的表現）を使い、言葉（言語的表現）で説明

する活動は、学んだことを問題に応じて活用

できるようにする上で有効だったと考える。 

 

９ 成果と課題 

〇 導入段階でモデル図を提示し、問題を図や数直線図（図的表現）に表したり、図や数直線図を式に表

したりする活動を繰り返し行ったことは、図表記もとに数量関係を把握したり、思考したりして、問題解決

を図る上で有効であった。 

〇 交流活動において、「めざせ説明マスターカード」や図や数直線図（図的表現）を用いたことは、順序

を表す言葉を使い、自分の考えを図や数直線図（図的表現）を見ながら根拠をもって説明する上で有効

であった。 

〇 難しい活用問題は、班で話し合いながらホワイトボードを使い、協働解決をさせたことは、それぞれの

考えを整理し、友達の説明を聞いたり、友達に説明したりして理解を深めることにつながった。 

● 導入段階での問題解決に時間がかかり、チャレンジ問題や類似問題に取り組む時間が充分に取るこ

とができなかった。最後に自力解決ができるように、時間配分を考え、問題内容を見直しする必要があ

った。 
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【図４  市販テスト活用問題結果】  

（量と測定・数量関係のみ）  
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友達に問題の解き方や考えかたを説明す

るときに，絵，ます図，線分図，テープ

図等を使っていますか。

算数の問題をとくとき，絵，ます図，線

分図，テープ図などを書いて問題を解い

ていますか。

9月 12月

【図３  算数アンケート結果】  

【資料３  子どもの学習の感

想】  


